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SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 22, 18/04/2006 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

六フッ化硫黄 

 

 

物 質 名 ：Sulphur hexafluoride 

化 学 式 ：SF6 

CASNo.：2551-62-4  

 

SIARの結論の要旨 

 

ヒト健康 

SF6の蓄積、分布、排泄がラット吸入ばく露により調べられた。SF6は体内に広く分布し、血液、脂肪組織

に比較的高い親和性を有する、そして、恐らく呼気経由により急速に排泄されることが見出され、低い蓄積

性が示唆された。 

 

80％までSF6を含む大気に急性ばく露したヒトに関するいくつかの研究では、統計的に有意な有害影響は記

録されていないが、わずかな麻酔影響と上気道の冷感のようなわずかな不快感、および声が低くなる現象が

観察された。 

 

制限のあるラット急性吸入試験がSF6を80％まで含む大気で行われた。これらの試験では、SF6に明らかに

帰する死亡例または有害影響は記録されなかった。 

 

心臓の感作は、事前にアドレナリンを注射しSF6を20％空気中までばく露したイヌでは観察されなかった。

SF6による軽い麻酔性が、ラット、イヌおよびヒトにおける高濃度のSF6空気への急性ばく露後に観察された。

麻酔影響が帰するCNS（中枢神経系）の抑制の症状は、12,800ppmにばく露したラットとモルモットでも観

察され、連続４ヶ月間1600ppmばく露では低い重篤度であった。SF6の反復ばく露の評価および、変異原性、

発がん性、生殖影響の毒性指標に関する適切な研究はない。しかし、その化学的不活性と非常に低い蓄積性

はこの物質の毒性の懸念が低いことを支持する。 

 

高毒性の分解物を生成する可能性は、SF6が高いストレスを受けるときである；ガス遮蔽装置中の放電によ

り毒性懸念のある高反応性の物質種を生成促進するかもしれない。 

 

環境 

SF6はガスであり、蒸気圧が23,676hPa(25℃)、水溶解度が0.03g/L(大気圧)、logKow=1.68である。フガシ

ティーに基づく多媒体環境モデルレベルIIIは環境への放出後はほとんどが大気に分配すると予測した。生物

的、非生物的分解に関する実験データはない。しかし、 SF6の物理化学的性質から、蒸発が水からの除去の

最も重要な過程と考えられた。SF6の水生生態毒性試験はない。しかし、低い水溶解度、高い蒸気圧、低い生
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物蓄積性は水生区分に対して懸念が低いことを示している。大気中ではSF6は、遊離電子との反応により仲介

される分解により除去されるようであり、続いて中間圏に移流し、少量がLymanα線により光分解し除去さ

れる。地球大気中で3,200年の寿命が推定された。その地球温暖化能は100年間でCO2の23,900倍である。 

 

ばく露 

SF6は、いくつかの産業で利用されている。中でも、電気装置の絶縁、マグネシウム鋳物工程、半導体製造

が主な用途である。産業用途の他に、SF6は超音波造影剤や眼科におけるタンポナーデガスとして医学用途で

用いられている。毒性懸念が低いために、SF6に対する職業ばく露はモニターされていない。しかし、SF6：

酸素が8：2までのばく露は、ヒトボランティアによりいくつかの研究で報告されている。 

 

年間生産量は、世界の市場調査に基づくと1999-2001年の間に5,000と7,000トン/年の間にある。しかし、

製造量はロシアと中国の市場が調査に含まれていないので過少評価であろう。 

 

大気放出の源は主にSF6の産業的利用に関係がある。特に鋳物工程または、半導体製造に用いられたSF6の

100％は大気に放出されていると考えられる。既存の電気装置からの漏れとメンテナンス作業による放出も、

新しい電気装置への充填中の放出と同様にSF6の放出に寄与している。 

 

産業的利用によるSF6の大気への放出は定期的にモニターされている。全地球的放出の増加は70年代と90

年代の間に推定されており、1997年には最大放出量6,300トンに達した。しかし、昨年には放出について逆の

傾向が記録されている。SF6の地球大気の平均濃度は2000年に4.7pptと推定された。 

 

勧告および勧告の理由と勧告された追加作業の特徴 

本化学物質は、ヒトの健康と環境（魚類、ミジンコ、藻類）に対して低い有害性プロファイルを有するた

め、追加作業の優先性は現在のところ低い。その地球温暖化能は良く認識されており、他の計画で検討され

ている。 
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